
令和２年度入隊予定者　各地に旅立つ
雲
一
つ
な
い
春
空
の
も
と
、
静
岡
県
中
部
地
区
か
ら
陸
上
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
と
し
て
入

た
。
間
も
な
く
し
て
宮
川
本
部
長
の
激
励
の
言
葉
が
始
ま
る
と
、
全
員
が
自
ず
と
姿
勢
を
正
し
、

入
隊
予
定
者
は
、
力
強
く
見
守
る
家
族
を
は
じ
め
、
友
人
、
本
部
職
員
、
担
当
広
報
官
か
ら

宮
川
本
部
長
は
「
自
衛
隊
は
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
努
力
は
決
し
て

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
し
て
苦
し
く
な
っ
た
ら
隣
に
い
る
同
期
と
支
え
合
っ
て

静
岡
地
本
は
引
き
続
き
入
隊
予
定
者
や
そ
の
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
、
入
隊
予
定
者
が
一

午
前
７
時
、
家
族
が
旅
立
ち
を
見
守
る
中
、
時
折
笑
顔
を
見
せ
つ
つ
も
緊
張
し
た
面
持
ち
の

既
に
自
衛
官
と
し
て
の
心
構
え
が
芽
生
え
は
じ
め
て
い
た
。

乗
り
越
え
て
ほ
し
い
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

隊
予
定
の
若
者
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
衛
官
人
生
へ
の
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
家
族
と
と
も

隊
予
定
者
２
０
人
の
見
送
り
を
実
施
し
た
。

合
の
言
葉
を
合
図
に
、
こ
れ
か
ら
自
衛
官
と
し
て
同
じ
志
を
持
つ
同
期
た
ち
と
自
然
と
整
列
し

部
庁
舎
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
へ
の
入

入
隊
予
定
者
た
ち
は
、
見
送
り
行
事
で
司
会
を
務
め
る
募
集
班
長
・
土
屋
竜
也
３
等
陸
佐
の
集

れ
ま
で
の
自
分
の
価
値
観
が
訓
練
を
阻
害
す
る
。
一
度
そ
の
価
値
観
は
横
に
お
い
て
、
と
に
か

っ
た
。

に
続
々
と
集
ま
っ
た
。

の
盛
大
な
拍
手
と
エ
ー
ル
を
受
け
て
大
型
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
武
山
駐
屯
地
へ
と
旅
立
っ
て
い

自
分
を
裏
切
ら
な
い
の
で
、
常
に
目
標
を
持
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
こ

日
で
も
早
く
一
人
前
の
自
衛
官
に
成
長
で
き
る
よ
う
見
守
っ
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
３
月
２
４
日
（
火
）、
本

新たな一歩を踏み出した自衛官候補生にエール
例
年
で
あ
れ
ば
、
我
が
子
の
凛
々
し
い
制
服
姿
を
楽
し
み
に
多
く
の
家
族
の
列
席
が
あ
る
と
こ
ろ
、

べ
る
と
と
も
に
、「
自
ら
進
ん
で
教
育
に
臨
め
、
同
期
の
絆
を
深
め
よ
」
と
の
要
望
事
項
を
挙
げ
、

い
く
。

式
が
終
わ
り
、
静
岡
県
内
出
身
の
新
入
隊
員
２
人
は
「
同
期
が
い
る
の
で
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま

て
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
と
、
力
強
い
声
で
「
頑
張
り
ま
す
」
と
の
逞
し
い
返
事
を
聞
く
こ
と
が
で
き

式
で
は
、
少
し
緊
張
し
た
様
子
な
が
ら
も
、
凛
と
し
た
表
情
の
自
衛
官
候
補
生
５
８
人
が
宣
誓
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
今
年
は
規
模
を
縮
小
し
、
新
入
隊
員
及
び
教
育
基
幹

使
命
を
持
つ
自
衛
隊
へ
、
自
ら
の
意
志
で
入
隊
し
た
高
い
志
に
、
心
中
よ
り
敬
意
を
表
す
る
」
と
述

隊
富
士
駐
屯
地
（
駿
東
郡
小
山
町
）
で
行
わ
れ
た
「
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
」
に
参
加
し
た
。

行
っ
た
。
教
育
担
任
官
の
特
科
教
導
隊
長
・
黒
瀧
隆
志
１
等
陸
佐
は
「
平
和
を
守
る
と
い
う
崇
高
な

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
入
隊
者
と
の
連
携
を
図
り
、
先
輩
自
衛
官
と
し
て
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

け
た
自
衛
官
候
補
生
徽
章
を
見
せ
て
く
れ
た
。
広
報
官
が
「
ま
ず
は
健
康
に
気
を
付
け
つ
つ
頑
張
っ

要
員
の
み
で
の
入
隊
式
と
な
っ
た
。

「
共
に
学
び
、
助
け
合
い
、
立
派
な
自
衛
官
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
激
励
し
た
。

す
」
と
笑
顔
で
話
し
、「
裁
縫
が
う
ま
く
で
き
ず
、
苦
戦
し
て
い
ま
す
」
と
、
自
分
で
制
服
に
縫
い
付

た
。 自

衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
４
月
４
日
（
土
）、
陸
上
自
衛


